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な特徴のまとめ，4，5 章はケーススタディとして，具体な対象区間での検討である．  
第 1 章では，本研究の背景，研究小史，研究目的をまとめた．  
第 2 章では，北海道低地帯の河畔林の特徴把握として，4 つの観点から検討した．1
つは，全国 23 河川の樹林化状況の比較から，低地帯主要河川における河岸延長に占め
る樹林化割合は，関東，四国，九州等の寡雪地帯では 1 割未満なのに対し，北海道は
約 7 割である等，道内河川は樹林化し易い地域特性であることを明らかにした．2 つは，
河道内の攪乱作用と河畔林の分布，構造等の関係について，河道区分毎の現地調査か
ら，扇状地では礫分上に相対的にやや不安定な河畔林が維持され，自然堤防帯では礫


































第 5 章では，環境の多様化として，2 つの試験から林種転換の可能性を検討した．1
つは，ヤナギ林を対象に，冠水条件の異なる立地に主要広葉樹を導入し，冠水状況と
の関係，導入季節等より，導入の可能性，方法について試験を行った．試験開始 3 年
後の状況から，冠水頻度の高い立地では樹種選択が生じ，稚樹段階の冠水耐性（生存
率 50％以上の年間冠水日数：ヤチダモ，ハルニレ，オニグルミ，ミズナラ・イタヤカ
エデの順に，50，15，10，5 日）を目安にすると，導入可能域の抽出が可能となる．ま
た，導入季節については，冠水頻度の高い立地で導入直後に融雪出水を回避できる春
植栽が有効等，成熟林への誘導の可能性を指摘した．2 つは，駆逐困難な外来種ハリエ
ンジュ林である．本種はアレロパシー等により植生導入が困難と思われてきたが，ヤ
ナギ林への植生導入との比較から，試験開始 3 年後の状況だが，両林種とも問題なく
成育していた等，河畔林景観を維持しつつ林種転換という選択肢も可能と考えられた． 
第 6 章は，総合考察として，研究成果の総括に加え，本研究及び既往の研究成果等
を踏まえた河畔林管理の具体化を検討した．低水路では，伐採のみでは再樹林化が生
じるため，状況に応じて砂州の切り下げ，河道整正等の対策が必要となる．これに関
しては，本論で検討した砂州の樹林化評価，樹木消長モデル等の評価手法の適用で，
従来困難であった樹林化による治水面への影響評価，対策必要区間の抽出や，対策河
道の効果検証等への有効性を指摘した．また，高水敷では，流下能力との整合を図り，
ヤナギ林の量的な抑制とともに，成熟林（洪水疎通能力が高い，森林性の環境要素の
付加，流木捕捉機能の向上等）の計画的な配置や，質的向上等を指摘した．  
第 7 章は結論であり，以上のように，本論では，生態学，水理学等について分野横
断的な研究を行い，河道計画，管理の際に有効となる樹林化等の河畔樹木の評価手法，
環境の多様化手法の検討及び河畔林配置の考え方を検討した．これらは，分野の異な
る学術的知見の蓄積や融合，それらを実河川に反映する方法として有益といえる．  
